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１．はじめに 
 これまでに，地理院地図 Globe(国土地理院, 2017)を裸眼

立体視するためのビュワーStereoscopic Viewer (以後 SVw 
(領木(2019), 領木(2020))と，これを応用発展させて教育研

究現場での使用を念頭に置いたソーシャルメディアコンテ

ンツや 3D-Movie を裸眼で立体視するためのビュワー

Stereoscopic Video Viewer (以後 SVd (領木, 2022))が公開

されてきた．しかし，昨今の学生や教育・研究者にはこれ

らを裸眼で閲覧する技能を有していない者が多くなってお

り，有効利用されているとは言い難い．かつては関連する

教育機関でこれらを教授する機会が設けられていたものの，

選択と集中を旨とする時代の流れと共に，このような技法

が存在していることを知らない者も多くなったためである．

地球学の研究・教育や関連する実務においてはこの技能は

大変有用で，その習得はこれらの研究者や技術者にとって

不可欠なものと思慮される．そこで，ここでは，この技法

を比較的簡単に習得するための簡単な練習具及び補助具の

製作方法とその技能訓練方法について紹介し，立体視の地

球学における利活用の展望について報告する．

２．立体視の原理と回転体や視点が平行移動する

動画の閲覧 
ヒトが外界を見るときに立体感が得られるのは，位置が

離れた両眼で対象物を見るからである．生物の進化の中で

は複数の受光器を持つものもいる．しかし，視覚を進化さ

せる中で「選択と集中」が生じた結果，二つの目があれば

事足りるため，多くの現存生物は二つの目で立体感を得る

ようになった．ヒトもその例外ではなく，この特質を利用

すれば，例えば，立体対写真(松野, 1976a)の二葉の写真を

片方づつそれぞれの目で見ると，これらは一つの立体とて

認識できる(広内哲夫, 2013)．領木(2020)はこの原理に基づ

いて回転体や視点が平行移動する動画を用いれば単一の動

画が立体視できることを指摘し，SVw が開発された． 

３．立体視練習補助具の使用と集合教育での展開 
裸眼立体視の技能習得は，集中すれば 30 分程度の訓練で

多くの人が可能である(領木，2023a)．しかし，これを修得

するには練習以外にない (松野, 1976b)とされる．このため，

平行法用練習補助具(図 1)と交差法用補助具(図 2)が考案さ

れた(領木，2024)． 
平行法用練習具の使用方法を以下に示す． 

(1)メガネのようにして，立体視用の図を見る．(2)左右

の図が重なって見えるように図 1 の①②を伸び縮みさ

せる．(3)一方の目で一方の図だけが見えるように位置

を変える．(4)図が一つに重なって見えたら、ピントを

合わせるようにがんばる．

また，交差法用補助具の使用方法を以下に示す． 
(1)左右の筒を両手で持って，左右の目を図 2 の③④に

当てて交差法用の図を見る．(2)左目で右の図だけ，右

目で左の図だけが見えるように筒を動かす．(3)左右の

図が重なって見えたら，がんばって眼のピントを合わ

せる．(4)ピントがすぐ合うように，何度も練習する．

(5)練習具を用いずに，より眼をして、左右の図を重ね

て見る．(6)そのままピントを合わせて立体視できるよ

うに練習する．

これらの用具を用いて技能訓練を「飽かずに」行えば，

それぞれの裸眼での技法習得が可能となる．また，裸眼で

の閲覧が難しい人も，これらの用具を用いることによって

簡便に立体視を行うことができるようになる． 
地理院地図 Globe の画像は地球回転体の一部を一点透視

図法で描いたものである．視点が異なる二枚の地理院地図

Globe の画像は立体対写真に相当するため，SVw ではこれ

を対画像として表示する．また，SVw には回転体の動画や

視点が平行移動する動画を再生して立体視を行う機能が付

加されている．一方，ローカルマシンが保持する 3D-Movie
の再生は，<iframe>タグでは実行できないなど HTML 言

語の制約のため，SVw には実装されていなかった． 
 上述の欠点を補うため，領木(2022)はローカルマシン内

外の映像ファイルを表示し，教育現場での使用を目的とし

た裸眼立体視用アプリケーション SVd を作成した．SVd で

は 2 つの画像はそれぞれ HTML の<iframe>タグを用いて

YouTube のコンテンツを描画している．一方，ローカルマ

シン内にある画像ファイルを表示する場合はアクティブな

タグを<video>に切り替えている．

集合教育で使用する際に多数の学習者に対してプロジェ

クタ等によって大画面で一斉に映像を提示する場合や高等

教育の場で教育研究に使用する場合等の必要性に応じ，
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SVd には次の機能が実装されている． 
・再生範囲の指定 
・Loop 表示有無の指定 
・再生速度の設定 
・URL またはパス・ファイル名の入力テキストボックス 
・ローカルファイル指定フォルダ表示スイッチ 
・ローカルファイルの Drag & Drop 機能 
・YouTube コンテンツの Drag & Drop 機能 
・映像画面の傾斜機能(ヒトの目は横方向に視差のある対

画像だけが立体視できるため，映像の変化方向が縦方向

の場合に立体視するには画面の傾斜機能が必要となる) 
 
 前報(領木, 2023b)では，360°カメラを用いて撮影した動

画を附属アプリ(例えば Insta(2023)など)で手を加えて

Youtube にアップロードした 360°VR コンテンツ 
(YouTube, 2022)の閲覧ができることを示した．教育・研究

の場では，これらの VR 自作コンテンツは直接閲覧できる

ことが望ましい．そこで，この機能を追加するため，SVd
に A-Frame (Supermedium, 2024)を組込んだ．その結果，

SVd を用いれば，自作コンテンツが多くの学習者・視聴者

に簡単かつ一斉集合的に閲覧できることとなり，集合教育

の長所を生かした授業展開等に活用できることとなった． 
裸眼用ステレオビデオビューワーの表示画面例は図 1 お

よび図 2 中に掲げられている． 
 
５．おわりに 
 交差法用立体視補助具および平行法用立体視練習具を考

案し，これらを用いた技能習得法を提示した．また，ロー

カルマシン内にある映像ファイルや外部サーバにある

YouTubeコンテンツなど多様なソースを裸眼立体視するた

めのビュワーSVd に，教育研究の場で利活用する際に必要

となる VR 映像再生機能を追加実装した．これによって地

球学における様々な現象の把握がより明確に行えるように

なった．SVw と SVd のコードは GitHub(2023)に，使用マ

ニュアルは八田荘地球学研究所(2024)のHomePageに公開

されている．今後はこれらの一般普及を図ってゆく予定で

ある． 
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図 1. 平行法用立体視練習具具使用方法 SVdで Relaxation 
Film (2023) を閲覧． 
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図 2. 交差法用立体視練習具使用方法 SVwで国土地理院 
(2022)を閲覧． 
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